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苦刑に基づきili柄を想起巾の脳の賦活部位.節

22回日本炎的症学会総会 (1998年11月.大

宮).先細症研究 19:58.

23)友永雅己 (1998)チンパンジーにおけるバイ

オロジカルモーションの知覚(ⅠⅠ).日本動物心理

学会荊58回大会 (1998年5月,名古屋).動物心理

学研死48:106.

24)友永雅己 (1998)チンパンジーの弁別課題遂

行時におけるプライミング効果.日本心理学会

耶62回大会 (1998年10月,小金井).発表論文典
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25)友永雅己(1998)チンパンジーにおけるバイオ

ロジカルモ-ションの知覚.日本心理学会苅62

回大会ラウンドテーブル･ディスカッション

(1998年10月.小金井).

26)友永雅己 (1998)チンパンジーにおける顔の

方向の知覚.節1回SAGAシンポジウム (1998年

11月,犬山).

27)友永雅己 ･橋浦和秀 (1999)ニホンザルにお

ける r新生児模倣｣.日本発達心理学会節10回

大会(1999年3月,吹田).発表論文典p.262.

28)友永雅己･橋弼和秀 (1998)マカクにおける

r新生児模倣｣.苅14回日本霊長頬学会大会 (998

年6月.岡山).霊長類研究 14:265.

29)山口真美 ･金沢別 ･友永雅己 (1999)ニホンザ

ルにおける既知の顔認識の発達.日本発達心理

学会第10回大会 (1999年3月.吹田).発表論文処

p.400.

認知学習分野

小嶋群三 ･正高信男 ･中村克樹 ･

南雲純治l)･小田 亮2)･杉浦秀樹3)

(研究概要)

A)霊長類の聴覚と音声の研究

小嶋群三

チンパンジーで聴覚一視覚の感光PLJlマッチ

ングの研究を行った｡ヒトの音声による性の弁別.

それと音声の既知性とのインタラクションを検討

した.また､オノマトベを利用した音JTfT岬泊の理

解を検討中である｡

B)老齢ザルの認知槻随の研死

小嶋紺三 ･久保柄杓子4)

加齢に伴う認知他紙の低下を明らかにする

目的で､老齢ニホンザルのパターン弁別､迎統位

田逆転の成約を若坪のサルと比較している.

C)PETを用いたヒトの認知機能の研究5)

小嶋群三 ･雨空純治 ･中村克樹 ･佐藤暢～針)

PETを用いて高次認知機能に関わる脳部位

の同定を行っている｡本年度は､運動の実施と呪

察に関わる脳の活動を検討した｡その時､口唇郡

の運動､上腕手指の運動､後者について道ftに関

わる運動の影響を調べた｡その他､招四 ･招S･泊

の認識､椀物のネーミング､祝紋の詑m､例や凪

党の弁別などに関わる脳即位を調べた｡

D)霊長規のコミュニケーションの比較行動学

正苅信刀

ヒトを含む様々な種の音声､視覚コミュニ

ケーションの比較研究を行っている｡

E)サル側頭柴腹内側部のニューロンの視覚応答

性の研究

中村克樹 ･佐藤暢故

サル側頭柔膜内側郡 (海馬傍回など)の視

覚機能における役割を明らかにするため､注視課

題や弁別課題中の視覚刺激に対するニューロンの

応答性を解析している｡

1)技官 2)教務職n(平成11年1月まで)

3)日本学術拐粥会特別研死fl(平成10年12月ま

で)COE非常勤研死n (平成11年1Fl)教務職

fl(平成11咋2､3月)

4)共同利用研究f1

5)東北大加齢医学研究所,長寿医療研究センタ

ー､慶応大学文学部との共同研究である｡

6)大学院生

7)東北大加齢医学研究所.長寿医療研究センタ

ーとの共同研究である｡
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F)サル頭頂開溝周辺領域のリーチング (腕到達)

運動における役割の研究

中村克樹 ･落合牧子6)･

泰羅雅登4)･高田昌彦4)

サル頭頂間柄周辺領域のリーチング運動に

おける役割を明らかにするため､注視 ･サッカー

ド (急速眼球運動) ･リーチング中のニューロン

の応答性を解析している｡

G)MEGを用いたヒト脳の視覚情報処理過程の研

死 7)

中村克樹 ･佐藤暢哉

物体視に関わるヒト脳の情報処理過程を明

らかにするため､MEGを用いて ｢ヒトの顔｣｢風

穴Jrスクランブル｣画像に対する応答を調べて

いる.

H)行動突放制御装置およびプログラムの開発

南雲純治

本年度は以下のことを行った｡ガラス透過

型タッチパネルによる､反応用窓を必要としない

学習火映システムの試作｡Windows95/98用の

入出力 ･時間計測DLL(汎用言話対応型)の作成と

DLLの作成方法､使用方法のマニュアル化｡

Windows95/98における時間計測精度の検証｡

I)脱独Wlの音声コミュニケーションの認知行動

学的研究

小田 亮

原油賊とくに昼行性のレム-ルについて,

その背戸コミュニケーションを多様な角度から研一･

死している｡

∫)ニホンザルの音声コミュニケーションの研究

杉浦秀樹

野生のニホンザルを対象に.コンタクト･

コールや発情時の音声について､研究を行ってい

る｡

く研究業績)
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応答性.第21回神経科学第41回神経化学合同大

会 (1998年9月,東京).プログラム/抄録集 p.
397.

6)杉浦秀樹 (1998)ニホンザルのクー ･コール
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7)杉州秀樹 ･斉藤千映美 ･佐藤静枝 ･揚要直
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年3月.松本).要旨集 p.155.

8)杉州秀樹 ･松原幹 ･揚妻直樹 ･小山陽子 ･

佐々木ちさと ･泊地香織 ･田中俊明 ･大谷達

也 ･小林直子 (1998)屋久島の野生ニホンザル

における餌付き方の変化.第14回日本霊長類学

会大会 (1998年6月,岡山).霊長規研究 14(3).･
257.

9)杉網元見 川島隆太,中村克樹,岡田賢,加藤隆

司.中村昭弘 旗野健太郎,伊藤健吾.小嶋群三,

描EI]光 (1998) ｢自己の顔｣の内部表象:PET
activationstudy.第21回神経科学第41回神経

化学合同大会 (1998年9月.東京).プログラ

ム/抄録張p.218.

行動発現分野

三上孝允 ･横井芳雄 ･脇田真情

く研究概要)

A)迎助役における方向判断に関与する脳内機構

の研兜

三上章允 ･井上雅仁1)

迎動する物体の運動方向を視覚的に判断す

るときに働く脳内の機構をPET計測によって調

べ.迎動祝の知覚で働く部位と同じ上側頭満後部

の括勤部位が働くことを示した｡

B)視覚誘導性急速眼球運動に関与する脳内機構

の研究

三上孝允 ･井上雅仁

視覚誘導性急速眼球運動をPET計測によ

って調べ.頭頂連合野.前頭連合野の活動部位を

同定した｡

∫

C)形態情報と運動情報の総合過程に関与する局

所回路の研究

三上章允 ･田中祐介2)

形態情報と運動情報の総合に関与する神経

回路を複数ニューロンの同時記録によって解析し

た｡

D)前頭葉障害患者の機能テスト

三上章允 ･久保m 脱3)

前頭葉に障害のある患者さんで,様々な前

頭桑機能をテストし､障害部位と各種機能陪審と

の関係を解析した｡

E)学習課題遂行中のニューロン･タイプ判定

三上孝允 ･泊野俊平2)･

加藤啓一郎2)･姿 英5114)

学習課題遂行中に細胞外記録したニューロ

ン活動のバースト発射を手掛かりとして大脳皮Tt

内局所回路を解析した｡

F)時間情報の知覚と保持に関わる勤的神経回路

の解明

横井芳放5)･三上奇允

刺激自体ではなくそこに内在する時間情報

を記憶し処理する際の動的神経回路 (セルアセン

ブリ)の解明を目指す｡記憶課題を設定し.行動

訓練を進めた｡

G)動的神経回路の検出 ･解析法の構築

楼井芳雄 ･三上串允

様々な記憶課題遂行中の多数ニューロン活

動や小ニューロン群の集合的活動を,脳の広範Bfl

から安定して記録し解析するための.方法や理論

的モデルについて開発した｡
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